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～ 豊年を願う  舟渡地区伝統の獅子踊り ～ 
　９月７日、舟渡活性化センターで、町指定文化
財の「舟渡の獅子踊り」が行われました。豊年を
願うこの伝統行事は、２年に１度行われ、地域の
かたがたによって大切に継承されています。会場
では、鮮やかな衣装の踊子と力強い獅子の舞いに、
大きな拍手が贈られていました。 

シ
リ
ー
ズ

○ 散歩道 散歩道 
白い森の 白い森の 
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注連縄（しめなわ）作りに挑戦
幸町老人クラブ

　

九
月
二
十
二
日
、
幸
町
老
人
ク
ラ
ブ

（
高
橋
栄
次
会
長
）の
会
員
ら
に
よ
っ
て
、

注
連
縄
作
り
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

普
段
か
ら
、
わ
ら
細
工
な
ど
を
行
っ

て
い
る
と
い
う
同
ク
ラ
ブ
で
す
が
、
注

連
縄
作
り
は
初
挑
戦
。
事
前
に
い
ろ
い

ろ
な
形
の
注
連
縄
に
つ
い
て
話
し
合
い
、

こ
の
日
、
朝
か
ら
作
業
に
取
り
か
か
り

ま
し
た
。
作
業
に
取
り
か
か
っ
た
十
人

ほ
ど
の
メ
ン
バ
ー
は
、
持
ち
前
の
手
業

を
駆
使
し
な
が
ら
、
わ
ず
か
数
時
間
で

立
派
な
注
連
縄
を
完
成
さ
せ
て
い
ま
し

た
。
完
成
し
た
注
連
縄
は
、
諏
訪
神
社

（
岩
井
沢
）
の
例
大
祭
に
あ
わ
せ
て
、

同
神
社
に
飾
ら
れ
ま
し
た
。

実体験からの「思い」を発表
少年の主張小国地区大会

　

町
防
犯
協
会
が
主
催
す
る
少
年
の
主

張
小
国
地
区
大
会
が
、
八
月
二
十
八
日
、

小
国
中
学
校
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
大

会
に
は
、
町
内
四
中
学
校
か
ら
六
人
の

弁
士
が
出
場
。
同
年
代
の
多
く
の
生
徒

を
前
に
、
体
験
学
習
や
部
活
動
の
中
で

感
じ
た
こ
と
を
発
表
し
ま
し
た
。

　

審
査
の
結
果
、
最
優
秀
賞
に
は
小
国

中
三
年
の
間
宮
千
祐
子
さ
ん
、
優
秀
賞

に
は
北
部
中
三
年
の
舟
山
茉
帆
さ
ん
が

選
ば
れ
ま
し
た
。
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　小国高校（齋藤裕司校長）の１年
生３人が、ワープロ実務検定で見事
１級に合格し、９月８日、同校校長
から合格証書が手渡されました。高
校３年レベルの１級に、入学間もな
い１年生が合格することは県内でも
珍しく、同校では、昨年も１年生１
人が合格していて、２年連続の快挙
となりました。
　また今回は、２級でも１年生７人
が合格するなど、同校ではこれまで
で最多の成績となっています。

禦
禦
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禦禦禦禦禦禦禦禦禦禦禦禦禦禦禦禦禦禦禦禦禦禦禦禦禦禦禦禦禦禦禦

ワープロ検定１級合格
ワープロ実務検定試験   
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コ
バ
レ
ン
ト
マ
テ
リ
ア
ル
�
小
国

事
業
所
の
稲
荷
神
社
奉
納
相
撲
大
会

が
、
九
月
十
二
日
、
同
社
相
撲
場
で

行
わ
れ
ま
し
た
。

　

稲
荷
神
社
の
祭
り
に
合
わ
せ
て
行

わ
れ
る
こ
の
大
会
に
は
、
各
職
場
か

ら
選
ば
れ
た
若
手
選
手
ら
が
参
加
。

同
僚
の
応
援
を
背
に
、
次
々
と
技
を

繰
り
出
し
て
い
ま
し
た
。
会
場
は
、

技
が
決
ま
る
た
び
に
大
き
な
声
援
が

巻
き
起
こ
り
、
土
俵
は
熱
気
に
包
ま

れ
て
い
ま
し
た
。

　

ま
た
こ
の
日
は
、
東
関
親
方
や
神

幸
さ
ん
が
ゲ
ス
ト
と
し
て
、
そ
れ
ぞ

れ
の
勝
負
を
見
守
り
な
が
ら
、
大
会

を
盛
り
上
げ
て
い
ま
し
た
。

9/8
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ー この人に聞く ー ー この人に聞く ー 

熱気あふれる勝負に声援
稲荷神社の奉納相撲大会

9/12

小国高校の１年生３人が 
全国商業高等学校協会主催  

　２学期から、町内の小中
学校を中心に、英語指導を
担当することになりました。
小国の印象は、とても山や
木々が美しいことです。初
めてきた時には、電車の車
窓から見える景色に、とて
も感動しました。
　日本に来る前は、アメリ
カに住む日本人に、講師と
して英語を教えていました
が、そこでは、大人だけを
対象とした指導でした。今
回は、それぞれの学校を訪
ねながら、元気な子どもた
ちに会えるのを楽しみにし
ています。
　趣味はコンタクトジャグ
リングで、高校時代からは
じめました。これは、ボー
ルなどを使って、体に吸い
付いているかのように、自
在に扱うジャグリングの一
種です。ほかにも、ゲーム
や映画が大好きです。また、
地域の新しい仲間の一員と
して、子どもたちだけでな
く、地域のかたがたにも、
気軽に話しかけてもらいた
いと願っています。

小国町教育委員会
外国語指導助手
デイビット  バンエブリー さん

矢部理紗子さん（左）、伊藤祥希さん（中）、八幡春菜さん（右）
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●
一
般
会
計
●

　

歳
入
額
は
前
年
比
二
・
四
％

の
増
、
歳
出
は
前
年
比
一
・
五

％
の
増
と
な
り
ま
し
た
。

　

こ
の
結
果
、
歳
入
と
歳
出
と

の
差
引
額
は
、
三
億
六
千
五
百

万
円
の
黒
字
と
な
り
ま
し
た
。

■
歳
入

　

町
税
で
は
、
町
内
主
要
企
業

の
業
績
が
好
調
だ
っ
た
こ
と
や
、

所
得
税
か
ら
町
民
税
へ
の
税
源

委
譲
が
実
施
さ
れ
た
こ
と
な
ど

か
ら
、
前
年
比
三
一
・
五
％
の

増
収
と
な
り
ま
し
た
。
地
方
交

付
税
で
は
、
国
の
「
頑
張
る
地

方
応
援
プ
ロ
グ
ラ
ム
」
に
よ
り
、

一
億
一
千
万
円
の
財
政
措
置
を

受
け
る
こ
と
が
で
き
た
こ
と
な

ど
か
ら
、
前
年
比
で
一
％
増
加

し
ま
し
た
。

　

一
方
、
国
庫
支
出
金
に
お
い

て
は
、
災
害
復
旧
事
業
の
減
少

な
ど
に
よ
り
、
前
年
比
八
・
二

％
の
減
と
な
っ
た
ほ
か
、
町
債

に
つ
い
て
も
、
建
設
事
業
の
減

少
な
ど
に
伴
い
、前
年
比
一
八
・

八
％
の
減
と
な
り
ま
し
た
。

自主財源
■町税
町民のみなさんや法人
から納めてもらう税金
■財産収入
各種基金の利子や財産
を売り払ったお金
■繰入金
基金などから一般会計
へ繰り入れたお金
■諸収入
町が融資した貸付金の
返済金など
■使用料・手数料
公共施設の使用料、住
民票の交付手数料など
■その他
繰越金や分担金など
依存財源
■地方交付税
町の財政需要に応じて
一定基準に基づき、国
から交付されるお金
■国庫支出金
事業を行うための国か
らの負担金
■町債
事業を行うために借り
入れたお金
■県支出金
事業を行うための県か
らの負担金
■その他
地方消費税交付金、地
方譲与税など
※（　）内数値は前年比

　

町
で
は
、
経
費
の
徹
底
し
た
削
減
に
努
め
な
が

ら
、
行
財
政
改
革
に
継
続
的
に
取
り
組
ん
で
い
ま

す
。
今
月
は
、
平
成
十
九
年
度
の
決
算
報
告
を
基

に
、
町
の
財
政
状
況
に
つ
い
て
考
え
て
み
ま
す
。

平
成　

年
度

１９決
算
報
告

歳入総額　 59億3,780万円（+２.４%）

地方交付税　４６．７％ 
　２７億７，１８０万５千円 
　（＋１．０％） 

国庫支出金　３．３％ 
　１億９，４７５万円（▲８．２％） 

町債　９．０％ 
　５億３，６１０万円（▲１８．８％） 

県支出金　３．２％ 
　１億９，１９０万５千円 
　（＋１１．２％） 

その他　４．０％ 
　２億３，４９４万４千円（２．４％） 

町税　２２．８％ 
　１３億５，２８７万５千円 
　（＋３１．５％） 

財産収入　０．３％ 
　１，７２８万２千円（▲１３．２％） 

繰入金　　２．０％ 
　１億１，８１３万１千円 
　（＋１０５．５％） 

使用料・手数料　１．７％ 
　１億３３８万７千円（▲０．４％） 

諸収入　０．９％ 
　５，３０７万５千円（▲２６．０％） 

その他　６．１％ 
　３億６，３５４万６千円 
　（▲８．８％） 

自

主

財

源

 

依

存

財

源 
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バイオマスエネルギーを利用
する温水供給施設。１１月から
の稼働に向けて整備が進む

■
歳
出

　

義
務
的
経
費
の
う
ち
、
人
件

費
に
つ
い
て
は
、
職
員
数
の
減

少
な
ど
に
よ
り
、
前
年
比
四
・

〇
％
の
減
と
な
り
ま
し
た
。
一

方
、
扶
助
費
に
つ
い
て
は
、
児

童
手
当
の
対
象
年
齢
を
拡
大
し

た
こ
と
な
ど
か
ら
、
一
・
三
％

増
加
し
て
い
ま
す
。

　

公
債
費
は
、
平
成
六
年
度
に

発
行
し
た
過
疎
対
策
事
業
債
の

償
還
が
終
了
し
た
た
め
、
前
年

比
で
三
・
八
％
減
少
し
ま
し
た
。

　

投
資
的
経
費
に
つ
い
て
は
、

道
路
関
係
事
業
の
減
少
な
ど
に

よ
り
、
約
六
千
九
百
万
円
の
減

と
な
り
ま
し
た
。

　

物
件
費
で
は
、
後
期
高
齢
者

医
療
制
度
に
移
行
す
る
た
め
、

住
民
基
本
台
帳
シ
ス
テ
ム
を
改

修
し
た
こ
と
な
ど
か
ら
、
前
年

度
に
比
べ
て
約
一
千
百
万
円
増

加
し
ま
し
た
。

　

ま
た
、
維
持
補
修
費
で
は
、

大
雪
の
影
響
に
よ
り
、
除
排
雪

経
費
が
大
幅
に
増
加
し
た
こ
と

か
ら
、
約
一
億
二
千
六
百
万
円

の
増
額
と
な
っ
て
い
ま
す
。

■人件費
職員給与、議会議員・
各種委員報酬など

■扶助費
法令に基づき非扶助者
に支出される児童手当
など

■公債費
事業を行うために借り
入れたお金の償還金

■投資的経費
道路や公共施設の整備
に要したお金

■物件費
消耗品、燃料費、業務
委託料など

■維持補修費
道路や公共施設の維持、
除雪に要したお金

■補助費等
各種団体への助成金や
交付金など

■繰出金
特別会計や基金へ支出
したお金

■積立金
基金へ積み立てたお金

■出資・貸付金
団体などへの出資金や
貸付金

歳出総額　55億7,250万5千円（+１.５%）

冬の町民生活を支える道路除雪

癒しを提供する森林セラピー

人件費　１７．２％ 
　９億５，７５４万５千円 
　（▲４．０％） 

扶助費　７．８％ 
　４億３，５９２万円（＋１．３％） 

公債費　２１．３％ 
　１１億９，０７９万４千円 
　（▲３．８％） 

投資的経費　８．３％ 
　４億６，２４２万７千円 
　（▲１３．０％） 

物件費　１２．２％ 
　６億８，１４６万４千円 
　（＋１．７％） 

維持補修費　６．７％ 
　３億７，２４５万８千円 
　（＋５１．２％） 

補助費等　１４．７％ 
　８億１，７６７万４千円 
　（＋３．５％） 

繰出金　７．８％ 
　４億３，０１１万８千円 
　（＋３．８％） 

積立金　３．６％ 
　２億１７８万９千円（＋６７．２） 

出資・貸付金　０．４％ 
　２，２３１万６千円（▲５５．８％） 

義

務

的

経

費

 

そ

の

他

経

費

 

投
資
的
経
費 
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●
企
業
会
計
・
特
別
会
計
●

　

町
に
は
、
一
般
会
計
の
ほ
か
、

四
つ
の
企
業
会
計
と
七
つ
の
特

別
会
計
が
あ
り
ま
す
。

　

こ
れ
は
、
そ
れ
ぞ
れ
個
別
事

業
を
行
う
た
め
に
運
営
さ
れ
、

目
的
や
事
業
内
容
な
ど
に
よ
っ

て
、
ま
ち
づ
く
り
全
般
を
担
う

一
般
会
計
と
は
、
区
別
さ
れ
て

い
ま
す
。

　

企
業
会
計
と
は
、
独
立
採
算

の
原
則
に
た
っ
て
、
歳
入
で
歳

出
を
ま
か
な
っ
て
、
事
業
展
開

を
図
る
も
の
で
す
。

　

▼
病
院
事
業

　

▼
老
人
保
健
施
設
事
業

　

▼
水
道
事
業

　

▼
工
業
用
水
道
事
業

　

ま
た
、
特
別
会
計
と
は
、
特

定
事
業
を
進
め
る
こ
と
で
利
益

が
生
じ
る
か
た
を
対
象
と
し
、

そ
の
歳
入
に
よ
っ
て
、
歳
出
が

ま
か
な
わ
れ
る
も
の
で
す
。
下

水
道
事
業
な
ど
の
よ
う
に
、
す

べ
て
の
町
民
で
は
な
く
、
利
用

環
境
が
整
っ
た
一
部
の
か
た
の

み
を
対
象
と
す
る
性
質
を
も
っ

て
い
ま
す
。

　

▼
簡
易
水
道
事
業

　

▼
国
民
健
康
保
険
事
業

　

▼
部
落
有
財
産

　

▼
老
人
保
健

　

▼
下
水
道
事
業

　

▼
訪
問
看
護

　

▼
介
護
保
険

■病院事業会計決算
９億３，４２４万円病院事業収益
９億９，８８６万円病院事業費用

　※外来患者　５２，０８４人　　入院患者　１５，３７４人
■老人保健施設事業会計決算

２億８，０６８万円老健施設事業収益
２億８，５１３万円老健施設事業費用

　※施設入所者　　　１５，１１６人 短期入所者　１，３６０人
　　通所リハ利用者　４，９９３人 居宅支援　　　４８１人

■水道事業会計決算
１億　４２５万円水道事業収益
７，７２３万円水道事業費用

■工業用水道事業会計決算
６，２８４万円水道事業収益
６，０７４万円水道事業費用

■簡易水道事業特別会計決算
４，０６２万円収　　　　入
１，５４４万円支　　　　出

■国民健康保険事業特別会計決算
９億９，４５４万円収　　　　入
９億４，０５９万円支　　　　出

■部落有財産特別会計決算
１億２，１２６万円収　　　　入

３５４万円支　　　　出
■老人保健特別会計決算

１０億７，９１４万円収　　　　入
１０億９，６４７万円支　　　　出

■下水道事業特別会計決算
４億　７２８万円収　　　　入
４億　５１８万円支　　　　出

■訪問看護特別会計決算
１億　８０７万円収　　　　入
５，７８０万円支　　　　出

■介護保険特別会計決算
８億５，８７４万円収　　　　入
８億３，５９３万円支　　　　出

工業用水としての水質を確保する浄水設備

着実に供用区域を広げる下水道事業

企業会計・特別会計の決算状況
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「
地
方
自
治
体
の
財
政
の
健

全
化
に
関
す
る
法
律
」
が
平
成

二
十
年
度
か
ら
一
部
施
行
さ
れ
、

地
方
公
共
団
体
は
、
赤
字
や
将

来
の
負
担
な
ど
を
示
す
「
健
全

化
判
断
比
率
」
と
、
公
営
企
業

ご
と
の
「
資
金
不
足
比
率
」
を

議
会
に
報
告
し
、
公
表
す
る
こ

と
と
な
り
ま
し
た
。

健
全
化
判
断
比
率
と
は

　

健
全
化
判
断
比
率
に
は
次
の

四
つ
が
あ
り
ま
す
。

▼
実
質
赤
字
比
率

標
準
財
政
規
模（
※
）に
対
す

る
一
般
会
計
な
ど
の
赤
字
額

の
割
合
で
す
。
企
業
会
計
な

ど
は
含
ま
れ
ま
せ
ん
。

※
標
準
財
政
規
模
と
は
、
人

口
・
面
積
な
ど
か
ら
算
定

さ
れ
る
標
準
的
な
一
般
財

源
の
規
模
（
歳
入
）

▼
連
結
実
質
赤
字
比
率

全
て
の
会
計
を
対
象
と
し
て
、

赤
字
額
（
資
本
不
足
額
）
を

標
準
財
政
規
模
で
割
っ
た
比

率
で
す
。
全
会
計
の
赤
字
割

合
を
示
し
ま
す
。

▼
実
質
公
債
費
比
率

公
債
費
な
ど
の
割
合
を
、
三

年
間
の
平
均
で
表
し
た
も
の

で
す
。
公
債
費
と
は
、
町
の

借
金
の
こ
と
で
、
こ
の
比
率

が
高
く
な
る
と
借
金
が
制
限

さ
れ
ま
す
。

▼
将
来
負
担
比
率

い
ま
の
借
金
が
、
何
年
分
の

収
入
に
あ
た
る
の
か
を
表
す

指
標
で
す
。
こ
れ
は
、
第
三

セ
ク
タ
ー
へ
の
損
失
補
償
な

ど
を
含
む
町
全
体
の
財
政
に

お
け
る
将
来
の
負
担
の
大
き

さ
を
示
し
て
い
ま
す
。

比
率
を
判
断
す
る
基
準

　

こ
の
四
つ
の
比
率
は
、
次
の

二
つ
の
基
準
に
基
づ
い
て
財
政

状
況
が
判
断
さ
れ
ま
す
。

●
早
期
健
全
化
基
準

財
政
破
綻
を
防
ぐ
目
的
で
新

た
に
導
入
さ
れ
た
基
準
で
、

い
わ
ば
財
政
状
況
が
黄
色
信

号
か
ど
う
か
を
判
断
す
る
も

の
で
す
。

●
財
政
再
生
基
準

こ
の
基
準
を
超
え
る
と
、
国

の
管
理
に
よ
っ
て
財
政
再
建

を
図
る
こ
と
と
な
り
、
新
た

な
借
金
が
で
き
な
く
な
っ
た

り
、
公
共
事
業
が
進
め
ら
れ

な
く
な
っ
た
り
し
ま
す
。

資
金
不
足
比
率
と
は

　

公
営
企
業
の
「
料
金
収
入
に

対
す
る
資
金
不
足
の
割
合
」
を

指
し
ま
す
。
こ
の
比
率
が
高
く

な
る
と
、
資
金
不
足
の
解
消
が

難
し
く
な
り
、設
定
さ
れ
た「
経

営
健
全
化
基
準
」
を
超
え
る
と
、

経
営
の
見
直
し
な
ど
が
求
め
ら

れ
ま
す
。

町
の
財
政
状
況

　

平
成
十
九
年
度
の
町
の
財
政

状
況
は
、
下
の
と
お
り
で
す
。

現
在
の
と
こ
ろ
、
財
政
悪
化
の

判
断
基
準
に
達
し
て
い
る
会
計

は
あ
り
ま
せ
ん
が
、
財
政
状
況

は
、
依
然
と
し
て
厳
し
い
環
境

と
な
っ
て
い
ま
す
。
町
で
は
、

社
会
情
勢
の
変
化
を
踏
ま
え
、

引
き
続
き
、
行
財
政
改
革
に
取

り
組
み
、
健
全
な
財
政
運
営
に

努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

 平成19年度における　町の財政状況は？ 

経営健全
化基準

資金不足
比率特別会計

２０．０

－水道事業会計
－工業用水道事業会計
－病院事業会計
－老人保健施設事業会計
－簡易水道事業特別会計
－下水道事業特別会計

各会計別資金不足比率

※資金不足額がないため、資金不足比率は
「－」と表示

（単位：％）
将来負担
比率

実質公債
費比率

連結実質
赤字比率

実質赤字
比率区　分

１３５．４１６．５－
（�６０．０８）

－
（－８．７０）

町の健全化
判断比率

３５０．０２５．０２０．００１５．００早期健全化基準

３５．０４０．００２０．００財政再生基準

健全化判断比率

※赤字額がないため、実質赤字比率と連結実質赤字比率は「－」
と表示

※参考として、黒字の比率を（　）内にマイナス表記

（単位：％）
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九
月
定
例
議
会

景
気
対
策
に
四
千
五
百
万
円

　

小
国
町
議
会
の
九
月
定
例
議

会
が
、
九
月
十
日
か
ら
十
九
日

ま
で
開
会
さ
れ
ま
し
た
。

　

一
般
会
計
補
正
予
算
に
つ
い

て
は
、
原
油
や
食
料
の
価
格
高

騰
に
よ
り
、
景
気
悪
化
が
懸
念

さ
れ
る
こ
と
か
ら
、
農
林
業
や

商
業
へ
の
支
援
や
、
農
道
・
町

道
改
修
な
ど
総
額
四
千
五
百
八

十
三
万
円
の
緊
急
経
済
対
策
を

講
じ
る
こ
と
と
し
ま
し
た
。

●
ふ
る
さ
と
づ
く
り

総
合
助
成
事
業　

三
カ
字
活
性
化
セ
ン
タ
ー
の

改
修
と
、
玉
川
中
里
公
民
館

の
新
築
事
業
を
支
援
し
ま
す
。

●
灯
油
購
入
費
助
成

昨
年
度
に
引
き
続
き
、
高
齢

者
世
帯
な
ど
に
対
し
、
冬
期

間
の
灯
油
購
入
費
の
一
部
を

助
成
し
ま
す
。

●
妊
婦
検
診
の
追
加
支
援

妊
婦
検
診
の
公
費
負
担
を
さ

ら
に
五
回
増
や
し
、
合
計
十

回
ま
で
負
担
し
ま
す
。

●
若
山
地
内
の
頭
首
工
改
修

大
雨
な
ど
に
よ
り
洗
掘
が
進

ん
で
い
る
若
山
地
内
の
頭
首

工
改
修
経
費
を
井
の
下
土
地

改
良
区
に
支
援
し
て
、
安
定

的
な
克
雪
用
水
の
確
保
を
図

り
ま
す
。

●
営
農
経
費
の
支
援

燃
料
や
資
材
な
ど
の
価
格
高

騰
に
よ
る
農
業
生
産
コ
ス
ト

の
負
担
軽
減
を
図
る
た
め
、

営
農
経
費
の
上
昇
価
格
の
一

部
を
支
援
し
ま
す
。

●
ナ
ラ
枯
れ
対
策
の
拡
充

ナ
ラ
枯
れ
被
害
が
拡
大
し
て

い
る
こ
と
か
ら
、
被
害
木
駆

除
本
数
を
、
二
百
本
か
ら
四

百
本
に
増
や
し
ま
し
た
。

●
買
い
物
券
発
行
事
業
支
援

町
商
工
会
が
計
画
し
て
い
る

プ
レ
ミ
ア
ム
買
い
物
券
発
行

事
業
に
つ
い
て
、
当
初
予
算

措
置
額
と
同
額
の
補
助
金
を

追
加
支
援
し
、
町
内
の
消
費

拡
大
を
図
り
ま
す
。

●
交
流
施
設
な
ど
の
修
繕

飯
豊
梅
花
皮
荘
の
源
泉
部
引

湯
管
の
更
新
や
給
水
用
ポ
ン

プ
を
交
換
す
る
ほ
か
、
そ
の

他
交
流
施
設
や
ス
ポ
ー
ツ
公

園
な
ど
の
設
備
修
繕
を
行
い

ま
す
。

●
農
業
・
農
村
基
盤
の
改
修

松
岡
用
水
路
の
土
砂
撤
去
と

朝
篠
地
区
ほ
場
法
面
の
災
害

復
旧
工
事
を
実
施
す
る
ほ
か
、

農
村
の
暮
ら
し
づ
く
り
総
合

助
成
事
業
を
追
加
す
る
こ
と

と
し
ま
し
た
。

●
広
域
交
流
と
誘
客
促
進

町
観
光
協
会
が
企
画
す
る
秋

の
観
光
イ
ベ
ン
ト
の
開
催
経

費
の
一
部
を
助
成
し
ま
す
。

ま
た
誘
客
促
進
を
図
る
た
め
、

観
光
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
を
増
刷

し
ま
す
。

●
町
道
を
改
修

町
道
幸
町
六
号
線
及
び
七
号

線
の
流
雪
溝
の
有
蓋
化
工
事

と
、
町
道
小
坂
町
一
号
線
の

側
溝
整
備
を
行
う
こ
と
と
し

ま
し
た
。

一
般
会
計
全
体
で
は

一
億
八
千
万
円
を
追
加

　

こ
の
ほ
か
、
地
方
税
法
改
正

に
伴
う
シ
ス
テ
ム
改
修
経
費
や
、

小
中
学
校
の
統
廃
合
の
動
向
を

踏
ま
え
十
五
人
乗
り
ス
ク
ー
ル

バ
ス
購
入
費
を
計
上
し
ま
し
た
。

ま
た
、
小
国
高
校
創
立
六
十
周

年
記
念
事
業
や
、
町
内
で
の
ペ

レ
ッ
ト
ス
ト
ー
ブ
設
置
に
つ
い

て
支
援
す
る
こ
と
と
し
ま
し
た
。

　

こ
の
結
果
、
景
気
対
策
を
含

め
た
一
般
会
計
全
体
で
一
億
八

千
万
円
を
追
加
。
補
正
後
予
算

総
額
は
、
五
十
四
億
四
千
九
百

四
十
万
円
と
な
り
ま
し
た
。

特
別
会
計
に
五
千
五
百
万
円

　

病
院
事
業
会
計
に
お
い
て
は
、

町
立
病
院
で
の
分
娩
が
終
了
し

た
こ
と
に
伴
い
、
分
娩
フ
ォ

ロ
ー
事
業
と
し
て
、
緊
急
時
の

妊
婦
移
送
経
費
な
ど
を
追
加
し
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迎
え
た
加
藤
春
雄
副
町
長
の
後

任
と
し
て
、
新
た
に
小
林
新
太

郎
氏
（
小
国
町
）
が
選
任
さ
れ

ま
し
た
。

　

ま
た
、
教
育
委
員
会
委
員
に
、

新
た
に
佐
藤
靖
彦
氏
（
玉
川
）、

五
十
嵐
秀
子
氏（
小
国
小
坂
町
）

の
二
人
が
任
命
さ
れ
た
ほ
か
、

任
期
満
了
と
な
る
佐
藤
光
信
氏

（
小
国
小
坂
町
）
に
つ
い
て
は
、

引
き
続
き
再
任
さ
れ
ま
し
た
。

町
職
員
の
人
事
異
動

●
退
職
（
八
月
三
十
一
日
付
）

▼
田
中
丈
二
（
町
立
病
院
副

院
長
）
▼
小
池
浩
子
（
老
人

保
健
施
設
療
養
係
長
）

●
昇
任
（
九
月
一
日
付
）

▼
老
人
保
健
施
設
療
養
係
長

（
町
立
病
院
主
任
看
護
師
）

佐
藤
三
保

●
昇
任
（
九
月
二
十
日
付
）

▼
総
務
企
画
課
行
政
管
理
主

幹
（
同
課
行
政
管
理
室
長
）

山
口
英
明
▼
同
課
政
策
企
画

主
幹（
同
課
政
策
企
画
室
長
）

阿
部
英
明

●
配
置
替
（
九
月
二
十
日
付
）

▼
会
計
管
理
者
兼
税
務
出
納

課
長（
総
務
企
画
課
長
）山
口

政
幸

 

芋

咽

允

員

鰯鰯鰯鰯鰯鰯鰯鰯鰯鰯鰯鰯鰯

鰯鰯鰯鰯鰯鰯鰯鰯鰯鰯鰯鰯鰯

印
印
印
印
印
印
印
印
印
印
印
印
印
印

印
印
印
印
印
印
印
印
印
印
印
印
印
印

就任のあいさつ　　

新副町長　　　　　 
小　林　新太郎　

　このたび、町議会のご
同意をいただき、副町長

の職務を仰せつかりました。この重責を担うに
あたり、改めて気を引き締め、これまでの行政
経験を活かしながら、小野町長の目指す町づく
りが適切に展開されるよう、住民の福祉向上に
努めてまいりたいと存じます。
　昨今の社会情勢をみますと、金融不安や治安
情勢の悪化、物価高騰など、さまざまな問題が
人々の生活を脅かしています。これらの多くは、
互いに作用し合いながら、町民生活にも確実に
影響を及ぼし始めています。このような不安を
少しでも減らしてけるよう、安全・安心な町づ
くりの実現に全力を傾けてまいりたいと存じま
す。よろしくお願いいたします。

ま
し
た
。
こ
の
ほ
か
、
水
道
事

業
や
下
水
道
事
業
な
ど
に
お
い

て
、
事
業
進
捗
に
合
わ
せ
て
経

費
の
組
替
え
な
ど
を
行
い
ま
し

た
。

保
育
所
設
置
条
例
を
改
正

　

出
生
率
の
減
少
に
伴
う
園
児

数
の
減
少
を
踏
ま
え
、
お
ぐ
に

保
育
園
の
入
所
定
員
に
つ
い
て
、

現
在
の
九
十
人
か
ら
、
平
成
二

十
一
年
度
八
十
人
、
平
成
二
十

二
年
度
六
十
人
に
改
定
す
る
こ

と
と
し
ま
し
た
。

副
町
長
と
教
育
委
員
を

新
た
に
選
任

　

九
月
十
九
日
で
任
期
満
了
を

ペ
レ
ッ
ト
ス
ト
ー
ブ
の

購
入
・
設
置
を
助
成

　

町
で
は
、ペ
レ
ッ
ト
ス
ト
ー

ブ
の
設
置
費
用
の
一
部
を
助

成
し
ま
す
。

■
対
象
者　

町
内
で
ペ
レ
ッ

ト
ス
ト
ー
ブ
を
設
置
し
よ

う
と
す
る
町
民
や
事
業

所
・
団
体
な
ど

■
助
成
額　

購
入
を
含
む
設

置
経
費
の
三
分
の
一
以
内

　
（
上
限
は
十
万
円
）

■
申
請
方
法　

産
業
振
興
課

に
用
意
し
て
い
る
所
定
の

申
請
書
に
必
要
事
項
を
記

入
し
、
十
月
二
十
日
俄
ま

で
に
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

審
査
の
う
え
交
付
を
決
定

い
た
し
ま
す
。

■
申
請
先　

産
業
振
興
課
へ
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完
成
記
念
式
典
を
開
催

　

横
川
ダ
ム
の
建
設
に
あ
わ
せ
、

山
形
県
企
業
局
が
整
備
を
進
め

て
き
た
横
川
発
電
所
の
完
成
記

念
式
典
が
、
九
月
九
日
、
現
地

で
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

式
典
に
は
、
国
土
交
通
省
や

県
、
町
、
東
北
電
力
�
の
関
係

者
な
ど
十
四
人
が
出
席
。
遠
藤

克
二
企
業
管
理
者
は
、「
水
力
発

電
は
、
二
酸
化
炭
素
を
排
出
し

な
い
ク
リ
ー
ン
エ
ネ
ル
ギ
ー
と

し
て
の
期
待
も
大
き
い
。
継
続

的
に
安
定
供
給
で
き
る
よ
う
努

め
て
い
き
た
い
」
と
あ
い
さ
つ

し
ま
し
た
。
続
い
て
、
遠
藤
企

業
管
理
者
、
小
池
克
敏
県
議
会

議
員
、
小
野
精
一
町
長
に
よ
っ

て
発
電
機
の
ス
イ
ッ
チ
が
押
さ

れ
る
と
、
発
電
設
備
に
水
が
流

れ
は
じ
め
、
水
車
が
回
転
。
参

加
者
ら
は
、
拍
手
で
運
転
開
始

を
祝
っ
て
い
ま
し
た
。

　

県
内
十
三
カ
所
目
の

水
力
発
電
施
設　

　

横
川
ダ
ム
の
下
流
左
岸
側
に

建
設
さ
れ
た
横
川
発
電
所
は
、

県
が
、
国
の
横
川
ダ
ム
建
設
事

業
に
参
画
し
て
、
平
成
十
六
年

度
に
着
工
。
ダ
ム
に
貯
え
ら
れ

た
豊
富
な
水
と
、
そ
の
落
差
を

利
用
し
て
発
電
を
行
う
施
設
で
、

県
内
で
は
十
三
カ
所
目
の
水
力

発
電
施
設
と
な
り
ま
す
。

　

毎
秒
十
三
ト
ン
を
取
水
で
き

る
こ
の
発
電
所
で
は
、
一
時
間

あ
た
り
最
大
六
千
三
百
キ
ロ

ワ
ッ
ト
を
発
電
。
年
間
で
み
る

と
、
一
般
家
庭
七
千
戸
分
の
電

力
使
用
量
を
ま
か
な
う
こ
と
が

で
き
ま
す
。

横横横横横横横横横横横横横横横横横横横横横
川川川川川川川川川川川川川川川川川川川川川
発発発発発発発発発発発発発発発発発発発発発
電電電電電電電電電電電電電電電電電電電電電
所所所所所所所所所所所所所所所所所所所所所

完完完完完完完完完完完完完完完完完完完完完

横
川
発
電
所 
完
成成成成成成成成成成成成成成成成成成成成成成

豊
か
な
水
で
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
つ
く
る

完
成
を
記
念
し
、
県
か
ら
町
へ
パ
ー
ク
ゴ
ル
フ

用
品
の
目
録
が
手
渡
さ
れ
た

施
設
内
に
あ
る
大
き
な
水
車
の
上
部
。
発
電
機

の
ス
イ
ッ
チ
が
押
さ
れ
る
と
同
時
に
、
力
強
く

動
き
だ
し
た
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広報おぐに　2008.10

高
齢
者
顕
彰
式
を
開
催

　

九
月
十
五
日
、
町
民
体
育
館

で
第
四
十
四
回
高
齢
者
顕
彰
式

が
行
わ
れ
ま
し
た
。
当
日
は
、

参
加
さ
れ
た
喜
寿
八
十
一
人
、

米
寿
十
人
の
計
九
十
一
人
の
か

た
が
た
に
、
町
か
ら
記
念
品
を

贈
呈
。
ま
た
、
ア
ト
ラ
ク
シ
ョ

ン
で
は
「
舟
渡
の
獅
子
踊
り
」

が
披
露
さ
れ
、
出
席
者
は
大
き

な
拍
手
を
贈
っ
て
い
ま
し
た
。

土
に
親
し
み  
旬
を
学
ぶ

　

町
教
育
委
員
会
が
主
催
す
る

食
農
体
験
講
座
が
、
八
月
二
十

九
日
、
東
原
地
内
で
行
わ
れ
ま

し
た
。
当
日
は
、
二
十
七
人
が

参
加
し
、
講
師
の
斉
藤
恒
助
氏

か
ら
、
肥
料
な
ど
の
説
明
を
受

け
た
後
、
白
菜
の
植
付
け
を
体

験
。
今
後
四
回
の
講
座
を
と
お

し
て
、
自
分
た
ち
で
育
て
た
野

菜
を
使
い
な
が
ら
、
郷
土
料
理

な
ど
も
学
ぶ
予
定
で
す
。

　

九
月
十
七
日
、
小
国
小
学
校

で
、「
み
ん
な
で
観
よ
う
狂
言
教

室
」
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

教
室
で
は
、
大
蔵
流
狂
言
を

六
百
年
余
り
に
わ
た
っ
て
継
承

し
て
い
る
山
本
東
次
郎
家
の
か

た
が
た
に
よ
っ
て
、
柿
山
伏
と

附
子（
ぶ
す
）と
い
う
二
つ
の
演

目
が
披
露
さ
れ
ま
し
た
。
観
覧

に
集
ま
っ
た
か
た
が
た
や
児
童

た
ち
は
、
人
の
心
の
弱
さ
な
ど

を
、
面
白
お
か
し
く
表
現
し
た

狂
言
に
見
入
り
な
が
ら
、
時
折
、

声
を
あ
げ
て
笑
っ
て
い
ま
し
た
。

狂
言
の
合
間
に
は
、
現
代
と
の

言
葉
の
違
い
や
、
動
き
の
意
味

な
ど
に
つ
い
て
も
詳
し
く
解
説

さ
れ
ま
し
た
。

　

ま
た
、
演
目
終
了
後
、
児
童

ら
は
実
際
に
狂
言
を
体
験
。
山

本
家
の
み
な
さ
ん
に
指
導
を
受

け
な
が
ら
、
基
本
的
な
動
作
や

声
の
出
し
方
な
ど
を
学
ん
で
い

ま
し
た
。

加
藤
功
氏（
緑
町
）が
、
出
席
者
代
表
と
し
て
謝
辞

み
ん
な
で
観
よ
う  
狂
言
教
室

伝
統
の
古
典
芸
能
に
ふ
れ
る
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県
営
住
宅
入
居
者
募
集

■
募
集
住
宅

　

小
国
ア
パ
ー
ト
１
号

３
Ｄ
Ｋ
２
戸

■
対　

象　

同
居
親
族
が
い
る

か
た
（
所
得
制
限
あ
り
）

■
募
集
期
限　
　

月
７
日
峨

１０

■
入
居
時
期　
　

月
下
旬

１１

■
家　

賃　

所
得
に
よ
り
決
定

■
敷　

金　

家
賃
の
３
カ
月
分

■
問
合
先　

す
ま
い
情
報
セ
ン

タ
ー
（
緯
０
２
３
８
―　

―
２４

２
３
３
２
）
へ

第　

回
大
里
峠
越
え
交
流
会

１５
■
日　

時　
　

月　

日
蚊

１０

１９

　

午
前
８
時
〜
午
後
４
時

■
集
合
場
所　

役
場
駐
車
場

■
内　

容　

関
川
村
側
か
ら
大

里
峠
を
登
り
ま
す
。
ほ
か
大

里
鍋
を
囲
む
交
流
会
な
ど

　
（
雨
天
時
は
内
容
変
更
）

■
定　

員　
　

人
５０

■
参
加
料　

無
料

■
そ
の
他　

飲
み
物
、
昼
食
、

折
鶴
を
持
参
し
て
く
だ
さ
い
。

■
申
込
期
限　
　

月　

日
画

１０

１０

■
問
合
先　

地
域
整
備
課
へ

第　

回
歩
こ
う
会

５０

　

歩
こ
う
会
は
、
今
回
で
最
後

と
な
り
ま
す
。

■
日　

時　
　

月　

日
蚊

１０

１９

　

午
前
８
時　

分
〜
午
後
２
時

３０

■
コ
ー
ス　

古
田
〜
石
滝
ま
で

　
　
　
　
　
（
沢
中
峠
）

■
参
加
料　

大
人　

千
五
百
円

　
　
　
　
　

子
ど
も　

七
百
円

■
そ
の
他　

り
ふ
れ
で
の
昼
食

時
に
は
、
芋
煮
や
お
に
ぎ
り

を
準
備
し
ま
す
。

■
申
込
期
限　
　

月　

日
我

１０

１５

■
問
合
先　

健
康
福
祉
課
へ

レ
デ
ィ
ー
ス
検
診
に
つ
い
て

　

レ
デ
ィ
ー
ス
検
診
は
、
９
月

で
終
了
し
ま
し
た
。　

月
に
受

１０

診
予
定
で
、
未
受
診
の
か
た
は
、

ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

■
問
合
先　

健
康
福
祉
課
へ

児
童
手
当
を
振
り
込
み
ま
す

　
　

月
８
日
我
に
、　

月
期（
６

１０

１０

月
〜
９
月
分
）
の
児
童
手
当
を

振
り
込
み
ま
す
。
振
込
通
知
は

郵
送
し
ま
せ
ん
の
で
、
該
当
す

る
か
た
は
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

　

児
童
手
当
は
、
申
請
に
基
づ

き
、
申
請
の
次
月
か
ら
支
給
さ

れ
ま
す
。
申
請
が
ま
だ
で
、
次

に
該
当
す
る
か
た
は
、
早
め
に

手
続
き
を
し
て
く
だ
さ
い
。

●
平
成
８
年
４
月
２
日
以
降
生

ま
れ
の
、
小
学
校
修
了
前
の

児
童
を
養
育
し
て
い
る
か
た

●
転
入
し
、
児
童
手
当
の
手
続

き
を
し
て
い
な
い
か
た

●
所
得
超
過
に
よ
り
、
受
給
資

格
を
喪
失
し
た
が
、
所
得
額

が
変
わ
っ
た
り
、
扶
養
親
族

が
増
え
所
得
制
限
限
度
額
を

超
過
し
な
く
な
っ
た
か
た

■
問
合
先　

健
康
福
祉
課
へ

ご
案
内

催  
し

おお 知知 らら せせ ココ ーー ナナ ーー 皆さんの声をお寄せください
町長室専用メール　ｓｈｉｒｏｉｍｏｒｉ＠ｔｏｗｎ.ｏｇｕｎｉ.ｙａｍａｇａｔａ.ｊｐ
町長室専用ＦＡＸ　緯 ６２�２６１１お 知 ら せ コ ー ナコ ー ナ ーー

募  
集

変動率
（％）

前年価格
（円／�）

当年価格
（円／�）基　　準　　地

�１．８１１，２００円１１，０００円兵庫舘一丁目６番１１
�１．０２０，４００円２０，２００円緑町三丁目９番１
�６．２１２，９００円１２，１００円兵庫舘三丁目５番１８外４筆
�１．０５１，０００円５０，５００円小国小坂町字八木沢三１２５番（円／１０ａ）

～ 平成20年度  地価調査結果 ～

■問合先　総務企画課へ
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勤務時間求人数職　　種事　業　所　名
８：００～１７：００２人測量助手㈲ 小 国 測 量 設 計 事 務 所

８：００～１７：００２人型枠大工ほか安 部 工 業 ㈱

８：００～１７：００６人砂利プラント運転士ほか大 河 内 産 業 ㈲

８：００～１７：００２人電気工事（見習い可）ハ イ コ ー ㈱

８：５０～１７：３０１人薬剤師電 興 ㈱

８：００～１７：００４人土木施工管理技士（見習い可）ほか㈱ 横 川 建 設

８：００～１６：４５ほか２人配送及び給油所業務㈱ジェイサービスおきたま

８：００～１７：００２人土木施工管理技士㈱ 船 山 工 務 店

７：３０～１７：００ほか３人木質チップ製造工ほか小 国 町 森 林 組 合

８：００～１７：３０ほか２人ホールスタッフ㈲コンズカンパニー第一ホール小国店

８：３０～１７：１５１人庶務・経理電 興 ㈱

８：００～１７：００ほか１人生花販売・配達㈲ 花 の ひ ら の

８：３０～１７：３０１人電気部品製造ひ さ ご 電 材 ㈱ 小 国 工 場

８：３０～１７：１５３人車両管理員㈱ セ ノ ン 東 北 支 社

８：３０～１７：３０ほか３人看護師・准看護師医 療 法 人 社 団 緑 愛 会

８：４５～１８：００１人レジ係㈲ 蔵 王 ス ト ア ー

８：００～１７：００１人土木施工管理技士遠 藤 建 設 ㈱

９：１５～１７：００１０人特別営業職ほかアクサ生命保険㈱長井営業所

９：００～１８：００４人社内システムの設計、開発ほか㈱シーテック山形営業所

８：３０～１７：００２人機械系生産技術ほか㈱ ス タ ッ フ サ ー ビ ス

１７：００～２１：００ほか１人居酒屋での接客酒味庵 ま つ ば ら

９：００～１３：００ほか３人コンビニ・カラオケ店員㈲コンビニステーションオレンジ

８：３０～１７：３０１人設備業務及び運転手㈱ ナ ウ エ ル

９：００～１６：００１人たばこ営業活動の補助日本たばこ産業㈱仙台支店

９：００～１８：００間５時間３人販売他㈲白い森よこね物産品直売所

　左の表は９月１２日現在の求人
内容です。無効になっている場
合もありますのでご了承くださ
い。※詳しいことは、ハローワー
ク長井（緯８４―８６０９）へ

求 人 情求 人 情 報報

　今月の口座振替日は、次の
とおりです。振替日前日まで、
指定口座に入金してください。
●１０月２７日捷　水道料
●１０月３１日晶　町県民税３期、
後期高齢者保険料４期、国
民健康保険税４期、介護保
険料、下水道料・簡易水道料、
住宅使用料、保育料など
■問合先　税務出納課へ

今月の納税

子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー
か
ら

☆
あ
そ
び
の
広
場
☆

■
日　

程　
　

月
７
日
、　

日
、

１０

１４

　

日
子
育
て
講
座
「
エ
ア
ロ

２１ビ
ク
ス
」、　

日
、　

月
４
日

２８

１１

■
時　

間　

午
前　

時
〜

１０

■
場　

所　

　

健
康
管
理
セ
ン
タ
ー

■
対
象
者　

０
歳
か
ら
入
園
前

の
子
ど
も
と
お
家
の
か
た

☆
な
か
よ
し
広
場
☆

■
日
程
と
場
所

　
　

月
２
日
、　

日

１０

１６

　
　
　

総
合
セ
ン
タ
ー

　
　

月
９
日
、　

日

１０

２３

　
　
　

お
ぐ
に
保
育
園

■
時　

間　

午
前　

時
〜

１０

■
対
象
者　

０
歳
か
ら
入
園
前

の
子
ど
も
と
お
家
の
か
た

☆
こ
ど
も
愛
ラ
ン
ド
☆

■
日　

時　
　

月　

日
臥

１０

１１

　
　
　
　
　

午
前
９
時
〜

■
場　

所　

り
ふ
れ
周
辺

■
内　

容　

周
辺
散
策
な
ど

■
申
込
期
限　
　

月
９
日
牙

１０

■
問
合
先

　

子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー
へ

おお 知知 らら せせ ココ ーー ナナ ーーお 知 らお 知 ら せせ　 コ ー ナ ー

●新着図書
◇明日もまた生きていこう

横山友美佳
◇戦国闘将伝 直江兼続

戦国歴史研究会
◇自分って、なに？

オスカー・ブルニフィエ
◇夜明けの街で 東野　圭吾
◇手づくり文房具 宇田川一美
※ほか多数入りました。

●休館日　毎週月曜日、１０月１３日

～ アスモ内に「街なか図書館」～

　１０月から、アスモ内街なかホット
コーナーの一角をお借りして、「街なか
図書館」を開設します。みなさまのご
利用をお待ちしています。

今月の町長と語る日は１０月３０日昭です。
お気軽においでください。

総合センター図書室から総合センター図書室から
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ホームページアドレス　http://www.town.oguni.yamagata.jp　  携帯電話向けサイト　http://www.town.oguni.yamagata.jp/m/index.html
総合センター（教育委員会事務局）緯６２�２１４１　小国町健康管理センター（健康福祉課）緯６１�１０００　子育て支援センター緯６２�２３３０
町民体育館緯６２�５４２１　町立病院緯６１�１１１１　老人保健施設緯６１�１２００
癒しの園ホームページアドレス　http://www3.ic-net.or.jp/̃ognihs12/iyashinosonoindex.htm

相相 談談

保健カレンダー
場　所対象（生まれた月）受付時間月日乳幼児健診

健康管理センター

※持ち物
　母子健康手帳

平成２０年７月
１３：００～１３：１５１１／２８

４カ月児健診

平成１９年１１月１歳児健診

平成１８年３月～５月１３：００～１３：１５１１／２６２歳児歯科健診

■問合先　健康福祉課へ

年金相談

■日　時　１０月１５日我
　受　付　１０：３０～１４：３０
　相　談　１１：００～
■場　所　役場町民相談室
■対応者　社会保険事務所職員
■問合先　町民課へ

人権相談

■日　時　１０月２４日画
　受　付　１０：００～１２：００
■場　所　総合センター
■対応者　町人権擁護委員
■問合先　町民課へ

無料調停相談

■日　時　１０月１０日画
　　　　　１０：００～１５：００
■場　所　総合センター
■対象者　どなたでも無料で相

談できます。
■内　容
・金銭の貸し借り、土地や建物、
交通事故に関する問題など
・夫婦間、男女間、遺産などの
問題など
■問合先　長井調停協会
　　　　　（緯８８�２０７３）へ

安

案

按

闇

庵庵庵庵庵庵庵庵庵庵庵庵庵庵庵庵庵庵庵

庵庵庵庵庵庵庵庵庵庵庵庵庵庵庵庵庵庵庵
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あなたの歯は大丈夫？ 

歯周疾患検診をはじめます
■対 象 者　町内の４０歳、５０歳、６０歳、７０

歳のかた（本年度中）
■受診期間　１０月１日我～１２月２９日俄
■受診方法　電話で申し込んでください。

申込後に受診券を発行します
ので、券を持参して、指定医
院で検診を受けてください。

■検診費用　自己負担は１，３００円です。受診
の際にお支払いください。

６５歳以上対象 

インフルエンザ予防接種に助成
■対 象 者　６５歳以上のかた（希望接種日

まで６５歳となるかたを含む）
■接種期間　１１月４日峨～１月３１日臥
■接種費用　２，０００円（接種費用３，０００円の

うち１，０００円を助成。生活保護
受給者は無料）

■接種場所と申込方法
　●町立病院（緯６１－１１１１）
　　１０月６日俄から予約を開始します。
　●今医院（緯６２－５３８３）
　　予約は不要です。
　●田中クリニック（緯６１－０２０３）
　　予約は不要です。
※公立置賜総合病院は、通院・入院患者
のみとなります。診察時に主治医に申
し出て予約してください。

■問合先　健康福祉課へ
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小国町役場緯６２�２１１１廠　ＦＡＸ６２�５４６４ 行政管理室緯６２�２１１２ 政策企画室緯６２�２２６４
住民窓口担当・町民生活担当緯６２�２２６０ 国保医療担当緯６２�２２６１ 税政管理室緯６２�２４０３
出納室緯６２�２４０６　　　　　　　 農林振興室緯６２�２４０８ 商工振興室・交流推進室緯６２�２４１６
建設管理室・上下水道室緯６２�２４３１ 建設技術室緯６２�２４３２ 議会事務局緯６２�２４４８

鮫 小国町文化祭への出展作品を募集しています。
　テーマは自由で、小学生以上のかたであればどなたでも
申し込むことができます。
●募集期間　１０月１４日峨～２３日牙
●申込方法　総合センターにある申込用紙に、必要事項を記入のうえ申し込ん

でください。（受付時間８：３０～１７：００）
●出展作品規格

※上記のほか、民芸品、手芸品、郷土資料、生け花、盆栽、陶芸など
多くの作品を募集しています。詳しくは、小国町文化協会事務局
（教育委員会事務局内）へお問合せください。

内　容時　間場　所月　日

沖小・古田
歌舞伎公演１２：３０～１６：００沖庭小学校

体育館１０月２５日臥

作品展示９：００～２０：００
町民体育館

１１月２日蚊
茶席（宗偏流）１０：００～１５：００

山遊亭金太郎
落語会１６：００～１８：００総合センター

作品展示９：００～１７：００

町民体育館
１１月３日華

茶席（江戸千家）１０：００～１５：００

芸能まつり１２：００～１６：００

物産販売１０：００～１６：００

民謡まつり１８：００～２１：００総合センター

留 意 事 項規　　　格種別

雅号で出品される方は、別紙に本名を
書いて作品と一緒に提出してください。

半紙・画仙紙・条巾半切など
を使用してください。書道

額縁などに入れて提出して
ください。

洋画、日本画、版画、ちぎり
絵、デザインなどで、大きさ
は自由です。

絵画
など

題名、撮影年月日、場所を記入してく
ださい。額縁などに入れて提出してく
ださい。

白黒・カラープリントのどち
らでも構いません。大きさは
４つ切り以上。組写真にする
場合は、キャビネ版以上の大
きさを使用してください。

写真

雅号で出品される方は、別紙に本名を
書いて作品といっしょに提出してくだ
さい。

短冊または色紙に書いてくだ
さい。

俳句
短歌
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誕生おめでとうございます。 

　  

小国小坂町 國　井　さくら 
正　人 
和　枝 （ 

そ う ま  

小 国 町  石　井　蒼　眞 
真　一 
悠　子 （ 

な つ き  

若 山  舟　山　夏　希 
光　博 
　恵 （ 

人  口　男 … 4,567人（－11） 
女 … 4,811人（－7） 
計 … 9,378人（－18） 

世帯数 　　3,265世帯（＋1） 
平成20年8月31日 

おくやみ申し上げます。 

白 子 沢  
栄 町  
若 山  
綱 木 箱 口  
黒 沢  
古 田  
沼 沢  
岩 井 沢  
玉 川 中 里  
越 中 里  
　 西 　  
　 西 　  
増 岡  
岩 井 沢  

(82) 

(88) 

(85) 

(55) 

(90) 

(73) 

(77) 

(56) 

(86) 

(80) 

(94) 

(82) 

(90) 

(90)

後　藤　重　雄 
原　吉　萬喜男 
舟　山　ナ　ミ 
渡　部　哲　男 
保　科　忠　藏 
木　村　キクイ 
横　山　新　一 
佐　野　初　美 
舟　山　廣　喜 
梅　津　民　雄 
伊　藤　虎　男 
大　谷　義一郎 
舟　山　清　一 
本　間　キ　ヨ 

人口のうごき 

結婚おめでとうございます。 

湯 花  
南 陽 市  

尾　形　英　昭 
渡　邉　美　香 （ 

　今回は、荒川興業�の「石英加工部門」
を訪ねました。

職場を訪ねて 職場を訪ねて ⑥ ⑥ 

　荒川興業�では、町内企業からの依頼
に応じて、カーボンや石英、炭化ケイ素
などの製品を加工しています。
　小国高校出身で、４月から石英加工部
門に配属されている永井佳奈さん（五味
沢）は、「図面に合わせて、石英製品を機
械で加工しています。加工には、正確さ
や精度が求められていると同時に、それ
ぞれに納期があるので、間に合うように、
自分でペースを考えながら仕事に向かっ
ています。失敗しないよう心がけていま
すが、たまに図面の寸法どおりにできな
いことも。しかし、そういう経験や、職
場での先輩がたとの関係のなかで、社会
人としての責任を感じながら、成長して
いきたいです」と話していました。

～荒川興業㈱～

加
工
し
た
製
品
の
寸
法
を
確
認
す
る

永
井
さ
ん

　

短
時
間
の
う
ち
に
、
急
速

に
雨
雲
が
発
達
し
、
落
雷
や

記
録
的
な
大
雨
を
も
た
ら
す

「
ゲ
リ
ラ
豪
雨
」。こ
れ
に
よ

る
土
砂
災
害
の
被
害
が
、
毎

日
の
よ
う
に
テ
レ
ビ
や
新
聞

な
ど
で
報
じ
ら
れ
て
い
ま
す
。

　
「
災
害
は
、忘
れ
た
こ
ろ
に
や
っ
て

く
る
」。し
か
し
こ
の
教
訓
も
最
近
で

は
、「
今
、起
こ
る
か
も
し
れ
な
い
」と

い
う
認
識
に
変
え
る
必
要
が
あ
る
の

か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
十
月
五
日
に
は
、

あ
け
ぼ
の
地
区
で
、
総
合
防
災
訓
練

が
開
催
さ
れ
ま
す
。
災
害
時
に
何
が

必
要
か
、
ど
う
行
動
す
べ
き
か
、
訓

練
を
と
お
し
て
一
緒
に
考
え
て
み
ま

せ
ん
か
。 

（
片
桐
）
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